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マドリードの暑い季節も終わりを告げようとしていま

すが、マド日の中では、暑さが落ち着くどころか、日に日

に熱くなっているものがあります。それは、文化祭に向け

た子どもたちの思いです。 

学校で一番の行事である文化祭に向けて、練習にも一段

と力が入り、学校全体が熱気に包まれてきています。 

往々にして、劇などの学校行事では、教師の思いが先行

し、子どもたちがそれについていくという、受け身の姿勢

になってしまうこともあります。しかし、本校の子どもた

ちからは、夏休みが終わると同時に、「今年の文化祭を素晴

らしいものにしてやるぞ！」という、内側から湧き上がる

ような熱い思いが感じられます。 

私に対しても、「今年の劇では、燃え尽きますよ」「〇〇

の役を全力でやります！」といった声が聞こえてきます。

子どもたち自身が文化祭を自分たちのものとして捉え、主

体的に取り組んでいることを、とても嬉しく思っていま

す。 

今年は、他の日本人学校の管理職の先生方と話す機会も

多くありました。その中で改めて感じたのは、本校が文化

祭にかける思いの強さです。そして、こうした取り組みが

長年にわたって本校の伝統として受け継がれ、子どもたち

が自ら挑戦し、自分の壁を乗り越える機会となっているこ

とを、本校の大きな魅力であり、誇りだと感じています。 

また、子どもたちが普段の学校生活でも活発に意見を交

わし、自分から行動したりできるのも、こうした経験の積

み重ねが大きく関係しているのではないかと思います。 

もちろん、中には「恥ずかしい」という気持ちを捨てき

れず、そんな自分自身と戦いながら挑戦している子どもた

ちもいます。「自分はこんなものだ」「自分には無理だ」と

思ってしまうこともあるかもしれません。 

しかし、そんな気持ちを乗り越え、「やってみよう」と一

歩を踏み出す勇気を与えてくれるのは、仲間や保護者の皆

様、そして私たち教職員の励ましやアドバイスなのだと思

います。 

 

 

子どもたちには、まだ自分でも気づいていない可能

性があります。その可能性を「自分には無理だ」と決め

つけたり、周りの大人が「この子には難しい」と決めつ

けたりすることで、挑戦する機会を失わせてしまうこ

とがあります。子どもの可能性を消してしまうことほ

ど、残酷なことはないのではないかと、私は思います。

だからこそ、私たちは子どもたち一人ひとりの可能性

を引き出していきたいと思います。 

子どもたちが自分の殻を破り、これまでの自分を一

歩超えることができるよう、教職員一同、支援してまい

ります。そして、文化祭を終えたときに、子どもたちが

「やり切った！」という達成感とともに、いつまでも心

に残る最高の思い出をつくることができるよう、ご家

庭とも力を合わせて取り組んでいきたいと思います。 

保護者の皆様には、引き続き温かい励ましとご支援を

いただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 9 月 17 日（木）に、火災を想定した避難訓練を行いま

した。今回は、休み時間に子どもたちがそれぞれ別の場所

にいる状況での訓練でした。子どもたちは、それぞれの場

所で指示をしっかりと聞き、学校の裏門から公園へ避難

することができました。 

また、今年度からは大使館の古井さんにもお越しいた

だき、火災現場の恐ろしさや、命を守るために大切なこと

についてお話しいただきま 

した。子どもたちは真剣な 

表情でお話をきくことがで 

きていました。 
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～挑戦する心が可能性を広げる～ 

避難訓練を行いました 
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１０月の予定 

9 月１３日（日）に、毎年恒例の家族参観日が行わ

れました。午前中の３時間のうち、２時間は通常の授

業、１時間は親子レクレーションの時間とし、小学部

と中学部に分かれて活動しました。 

授業では、保護者の皆様にも、子どもたちが普段ど

のように授業に取り組んでいるのかという姿を見る

機会となったことと思います。いつもとは少し違う

雰囲気の中でも、集中して学習に取り組む子どもた

ちの姿が見られました。 

また、親子レクレーションでは、小学部は音楽室で

「ボール送り」や「猛獣狩り」などのゲームを行い、

中学部は親子ペアに分かれてバドミントン大会を行

いました。親子で協力したり、ときには真剣に競い合

ったりしながら、笑顔の絶えない楽しい時間となり

ました。 

子どもたちにとっても、家族と一緒に学校で活動

することは、普段とは違った楽しい思い出になった

ことと思います。お忙しい中ご参加いただいた保護

者の皆様、ありがとうございました。 

 

家族参観日 
～学びと交流を深める一日～ 

行事等

1 木 給食あり

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木 給食あり　文化祭リハーサル

9 金

10 土

11 日

12 月 イスパニアデー

13 火

14 水

15 木 給食あり

16 金

17 土

18 日 文化祭 12:20下校

19 月 振替休日

20 火

21 水

22 木 給食あり

23 金

24 土

25 日

26 月 発育測定　～29日

27 火

28 水

29 木 給食あり

30 金

31 土


